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“校門 APL=28%”、“日の出 APL=28%”に対しAdaptive Dimming法を適用し、前
後の液晶ディスプレイ上の輝度分布がほぼ一致することが確認できた。消費電力
はそれぞれ78%、54%、53%に低減することができた。従来方式の仕切りのないバッ
クライトシステムを用いた場合“日の出 APL=28%”に対してはAdaptive Dimming
法の効果がほとんどなく消費電力は84%にしかならなかったが今回のバックライ
トシステムにより30%以上改善することができた。また、本研究では液晶ディスプ
レイ用のバックライトに用いられるCCFL（冷陰極型蛍光ランプ）の効率がAdaptive 
Dimming法適用時の変化を測定するために、CCFLの電力を輝度ごとに測定し、効率
を測定した。 
 
